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相談内容

メーカの規定する熱ストレス試験の条件に「耐温度ストレス性評価試験装置」を

セッティングして熱ストレス試験を行った。

支援内容

各種温度ストレスを加え、各メーカが試験品の評価を行った。

支援結果

輸送機器メーカ、電子部品受託設計メーカ等

【対応】機器利用

電子基板の熱ストレス試験への対応

二輪車や船舶などの輸送機器部品などに用いられる電子基板の耐久性を評価
するため、熱ストレスによる試験評価を行う装置の借用に関する要請が企業か
らあった。

ここがポイント！

●輸送機器部品の耐久性を検証するため、熱ストレス試験を行う必要がある。
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